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● マイクロ波導波モードを利⽤した⾮破壊検査技術を開発
● 配管管壁の⻲裂や管壁外側の異物を検出可能
● 埋設管の検査効率の向上と異物による破損事故の防⽌に貢献

研究のねらい

研究内容

地中埋設管は埋設管敷設時に、管壁周辺の岩⽯やコンクリート⽚、枕⽊などの異物を取り除き、粒径が数
mmの砂を敷いて埋設されます。しかし、まれに施⼯不良等によってこれらの異物が誤って管の周辺に残さ
れることがあり、特に⾼圧⽔を供給する農業⽤⽔管では配管内に⽔を流した際に異物に接する管壁部に応⼒
が集中し、配管が破損する恐れがあります。配管の破損は道路の陥没など重⼤な事故につながるため、この
ような事故を事前に防ぐために、誘電体の管壁部と近傍に閉じ込められて伝搬する導波モードのマイクロ波
を活⽤し、配管管壁部の⻲裂や管壁外側の異物を⾮破壊で効率的に検査する⼿法を開発しています。本技術
は、様々な径や材質 (誘電体) で構成される配管の検査に適⽤することが可能です。

本研究では、円周⽅向への周期性を保ちながら管
壁と近傍に閉じ込められて伝搬するマイクロ波導波
モードの周期性を活⽤したパイプラインの⾮破壊検
査法を開発しました。

複数のアンテナを等間隔に配列して狭帯域なマイ
クロ波で管壁を励振しました。これより、筒状導波
路では少ない波源で均⼀なタルボット効果を⽣成で
きることを実証しました。管壁外側に不要な異物が
存在する場合、周期的なパターンが乱れ、その乱れ
を観測することで異物の検出に成功しました。

本⼿法は、2.4 GHz帯の狭帯域マイクロ波信号の
みを⽤いて検査でき、欧州や北⽶、⽇本などにおけ
る免許不要バンドのマイクロ波を⽤いた検査が可能
であると考えられ、地中埋設管だけでなく地上に設
置された配管の検査にも適⽤可能です。
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